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設置目的
本学の数学解析に関連する
研究者の結集

主な研究テーマ
１．数理物理モデル：
シュレディンガー方程式の解の表現
の物性物理への応用
２．数理工学モデル：
偏微分方程式の逆問題の
他分野への応用
３．数理生物モデル：
感染症の数理モデルの
理論的研究，数値シミュレーション
および感染症流行の予測

部門間連携活動

・ 「現代代数学と異分野連携研究部門」と合同で運営する数学に関する相
談窓口

相談窓口メールアドレス：m-model-desk-ml@tusml.tus.ac.jp
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研究テーマ１（数理物理モデル）
励起電子と原子の相関ダイナミクスシミュレーションへの応用

時間依存KS方程式，GP方程式などの物理モデル
のシミュレーション

課題：現状の手法では，シミュレーションが有効な時間
が短い

波束変換を用いたシュレディンガー方程式の解の
新たな表現を用いた計算スキーム

K. Kato, M. Kobayashi and S. Ito, Journal of Functional 
Analysis 266(2014), 733-753

長時間安定シミュレーション

物性研究へ応用

シミュレーションの例

健康個体
免疫なし

S

感染個体
I

回復個体
免疫あり

R

研究テーマ3：数理生物モデル 感染症流行の数理モデルによる流行の予測

感染症流行の数理モデル

微分方程式

数理モデルの理論的研究と数値シミュレーション

感染症流行メカニズムの理解

流行の予測：パンデミックになるか

研究テーマ2：数理工学モデル 逆問題の非破壊検査等への応用

逆問題の

数学的理論
数値計算

非破壊検査，
医療機器

（CT,MRI）など
への応用

逆問題＝外部での観測データから
内部を探ること
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